
 

 

 

小学校の宿泊体験活動の充実を図るため，モデル校と連携し，宿泊体験の教育課程上の位置づけを明

確にしながら，プログラムの企画立案・運営を進め，そこで必要な学校との関わり方について検討する。 

 

 

（１）実施モデル校 ５校（継続校４校，新規校１校） 

継続校 

・広島県福山市立駅家西小学校 第４学年４９人 

・広島県福山市立旭丘小学校  第５学年６０人 

・広島県福山市立川口東小学校 第５学年６４人 

・岡山県岡山市立清輝小学校  第５学年２７人 

新規校 

・智辯学園奈良カレッジ小学部 第５・６学年１５２人 

 

（２）企画運営のポイント 

○ 体験活動を通して「どのような力や能力を育てたいのか？」各校の目的を明確にする「聞き

取り」に時間をかけ，引率教員の視点が行事の運営のみになっている現状から，企画に視点を

移す事前打合せになるよう時間を割いた。 

○ 「小学校長期自然体験活動指導者養成事業」を受講した全体指導者に指導に入っていただき，

全体指導者の実践の場となるようにした。 

○ キャンプの直前・直後・1 ヶ月後の児童の変容を把握するための評価アンケートを学校に作

成してもらい，実施することによって事業の評価を行い，次年度の取組へつながるようにした。 

○ 新規校（智辯学園奈良カレッジ小学部）については，企画立案について初めから打合せをす

るというスタンスではなく，連携の取りかかりとなるよう，今後の更なる関係の発展をにらん

でというスタンスで臨んだ。施設が学校の要望について相談を受けることができるという姿勢

を理解してもらえるよう意識し，また，協力をしていく上で，学校と施設との役割分担を明確

にすることについても注意を払った。 

○ それぞれの学校の長期宿泊体験学習の経験の多少によって，施設職員の取組度合いを変え

た。事前の取り組みとして，川口東小学校と智辯学園奈良カレッジ小学部には電話によるプロ

グラム相談を中心にして進めた。他の３校については事前に学校訪問を行い「聞き取り」を中

心にしてプログラム相談を進めた。当日の指導は，川口東小と智弁学園奈良カレッジにおいて

はイニシアティブゲームとカッター活動の指導を中心に，他の３校においては，施設職員が子

どもへの指導場面のみならず，児童就寝後の引率教員の反省・打合せ会まで関わった。 

 

 

 

2. 事業の概要 

1. 事業の目的(趣旨・ねらい 

平成 2４年度 国立吉備青少年自然の家教育事業 

小学校長期自然体験活動プログラム開発 

通 年 



 

 

（１）モデル校，人数，日程，テーマ，プログラムについて 

○学校･･･広島県福山市立駅家西小学校 

学年･･･第４学年 ４９ 人 

日時･･･平成２４年７月 23 日（月）～２６日（木） 

テーマ･･宿泊体験学習を通して，話し合いを軸にみんなで課題を解決することによって，一人

ひとり有用感を高め，クラスの団結力を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学校･･･広島県福山市立旭丘小学校 

学年･･･第５学年 ６０人 

日時･･･平成２４年７月２８日（土）～３１日（火） 

テーマ･･･自分の意思や考えをもち，自ら行動できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学校･･･広島県福山市立川口東小学校 

学年･･･第５学年 ６４人 

日時･･･平成２４年８月２０日（月）～２３日（木） 

テーマ･･･コミュニケーション能力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 活動の内容等 
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○学校･･･岡山県岡山市立清輝小学校 

学年･･･第５学年 ２７人 

日時･･･平成２４年１０月１７日（水）～１９日（金） 

テーマ･･･仲間づくり（意思疎通，自他のがんばりの認識，体験の共有） 

 

 

 

 

 

 

 

○学校･･･智辯学園奈良カレッジ小学部 

学年･･･第５・６学年 １５２人 

日時･･･平成２４年７月１６日（月）～１９日（木） 

テーマ･･･（１）集団生活の中で規則やマナーを守りながら自分に任せられた役割を責任をもっ

て果たす。 

     （２）自然の中での共同生活や体験活動を通して自己を見つめなおし，仲間との友情

を深める。 

     （３）自主的に時間を守って行動し，積極的な班活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

（２）事前指導の内容について 

○ 継続校 

・広島県福山市立駅家西小学校と広島県福山市立旭丘小学校の場合 

学校訪問での授業参観，校長・担任との打合せ（実態とテーマの絞り込みの確認） 

参観日での保護者説明 

合同打合会 

電話による打合せ 

 

・広島県福山市立川口東小学校の場合 

合同打合会 

電話による打合せ（実態とテーマの絞り込みの確認） 
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・岡山県岡山市立清輝小学校の場合 

学校訪問での授業参観，教頭・担任との打合せ（実態とテーマの絞り込みの確認） 

合同打合会 

電話による打合せ 

 

○ 新規校 

・奈良県小智弁学園奈良小学校の場合 

合同打合会 

担任との打合せ（実態とテーマの絞り込み作業） 

電話による打合せ 

 

 

（１）  成果 

○ ３年目以上のモデル校は大まかな流れについて理解されているので，児童の実態からテーマの

設定をする作業がスムーズに行うことができ，時間もそれほどかからず調整ができた。学校が独

自に昨年度の反省を生かし，プログラムの流れにしっかりしたテーマをもって企画立案すること

ができるようになってきている。（川口東小，駅家西小，旭丘小） このことは，複数年に渡り

指導・助言を施設職員が行ってきたことで，教育課程への位置付けが明確になってきたことによ

ると言える。 

○ 宿泊体験を支援する取組は，企画指導専門職が学校と連携して担任とともに取り組むことで，

その手法の手本を学校教員に対して示すことができ，管理職から施設職員の指導力について高い

評価を受けた。そのことは宿泊体験当日，学校がたくさんの引率教員を派遣する姿勢から分かっ

た。（資料：福山市立旭丘小学校学校新聞より） 

○ 企画立案段階から施設職員が学校教員と共に話し合いの機会をもつことによって，活動がねら 

いに迫るためのものとなっており，そのことが学校からの高評価につながった。例えば，新規校 

の智辯学園奈良カレッジでは，テーマに「自分に任せられた役割を責任をもって果たす」や「共 

同生活や体験活動を通して，自己を見つめ直し，仲間との友情を深める」とあることから，1 日 

目の当所職員指導のイニシアティブゲームで，「活動する際の目標をメンバーでしっかりと共有 

する」時間を設け，２日目のイニシアティブゲームで目標をもとにそれを実現するためには， 

「各自はどうすれば良いか」ということを考える機会を設けた。その結果，事後に先生から「特 

に，イニシアティブゲームでは，あらゆる場面で，職員の皆様が児童の主体性を重んじ，目標を 

立てて自分たちで考え，目標達成に向けて行動していくことの大切さを教えてくださったことも 

あり，所期の目的も達成できました。」とご意見をいただくことができた。（智辯学園奈良カレ

ッジ小学部） 

○ 各活動後のふりかえりで，ビーイングに自分たちの課題を書き込むことで，子どもたちが課題 

を共有しながら，４日間の学習を進めていった。吉備での宿泊学習終了後も，課題を解決するた 

めにふりかえるという手法が普段の学校生活の中に根付き，子どもたちが課題解決をするときの

手法となった。（旭丘小学校） 

    

 

 

4. 成果・課題 



 

（２）  今後の課題 

○ 智辯学園奈良カレッジ小学部は数年ぶりに吉備を使用するということもあり，今年度は先生 

に「当所との連携で，より効果的な宿泊体験を実践できる」ということを実感いただくことを 

当初の目標とした。 

そのため，テーマの設定やプログラム企画の時点から当所職員と一緒に検討していくのでは 

なく，ある程度学校で検討したものをベースに，先生との相談を通してイニシアティブゲーム 

の展開方法やカッターの指導方法を提案した。 

今年度は成果にあるとおり，先生にも手応えを感じていただいたため，次年度はねらいの設 

定やプログラムの企画，活動時の班構成等の段階から連携を進めてく。（智辯学園奈良カレッ

ジ小学部） 

○  ＩＫＲの活用や先生方への聞き取りを行うことで検証にさらに力を入れていく必要がある。 

長期宿泊体験終了後，学校が評価をきちんと行い，そのことを次年度に生かせるように，学 

校に働きかけをしていくことが大切である。学校自体がＰＤＣＡサイクルを循環させれるよ 

うに施設として意識し，取り組んでいかなければならない。 

○ 継続校には学校が主導で企画立案から評価までを行えるよう，また，新規校には，利用の

仕方も含めてのプログラム相談を密にとるなどして，しっかりとした企画となるよう学校の

長期宿泊学習への経験の多少に合わせて，施設職員としての学校へのスタンスを変えていく

必要がある。学校が，教育課程への長期宿泊学習の位置付けが明確になるように取組を進め

ていく必要がある。 

 

 



 

 

福山市立旭丘小学校の事例 

 

・学校新聞より 

 

 

5. 資料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：主任企画指導専門職 森安 洋博 


